
目本語の初級授業形式

一 二つのモデル授業一

森 田 良 行

1.は じめに

早稲田大学語学教育研究所における外国人留学生のための日本語授業に

は,語 学教育研究所編の 日本語教科書が用意されている。筆者はその初級

教科書の編集にたずさわった関係か ら,ま ず,そ の教科書がどの ような教

育理念のもとにどのような授業を予定 して編集されたものであるかを解説

し,つ ぎに この教科書が志向する授業形態として,日 本語初級授業におけ

る二つの形式について 実例を紹介しようと思 う。(なお,本 稿に 述べると

ころはすべて筆者の個人的意見であって,初 級教科書編集委員の合議によ

る統一見解 または日本語教室の公的見解ではないことを目,あらか じめおこ

とわ りしてお く。)

2.初 級教科讐の構成

語学教育研究所編 「外国学生用 日本語教科書 ・初級」は文型中心に編集

され・単純容易な文型か ら複雑長大な文型へと課が配列され・全体は40課

からなる。各課はr本 文・文型,・文型練習」の3つ に分れ,課 によっては

さらにr関 連語彙」の項を持つ。r文型」とは,そ の課で学習すべ き文型目

録で,本 文中の文例をもって示 したもの。その各文型の語彙挿し替え練習

を具体的に文字化 したものが次のr文 型練習」で,こ れは学習者が目で読

んで自習することを目的 としない。教場では本を開かせずに・教師対学生・

学生対学生の口頭による会話 のや りとりとして適宜,語 彙の挿 し替えを行

ないながら,実 物 ・標本 ・小道具 ・絵 ・写真,そ の他 さまざまの教具を駆

使して,具 体的な場の設定の もとに進める表現練習,会 話の受け答え練習,
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口頭作文練習である。語彙の挿し替え練習と文の拡張練習,さ らに文の需

い換え練習,文 の結合練習,文 の展開練習などを含めた総合練習で,か な

りの時間配当を見込んで作られている。

「本文」は特定のテーマについて,そ の課で 扱 う文型すべてを使 ってま

とめた会話または文章の見本で,各 課の新出語彙もこの本文中に盛 り込ま

れている。 この本文のみは縦書きで,漢 字かな交じり文。いわば 「本文」

は表記 ・語彙 ・文型の各面においてその課の総 まとめ的性格を持ち,そ の

課の各文型練習の総合として行き着 く最終段階 とも,ま た,そ の課で扱 う

べき各文型のそれぞれの文型練習の出発点とも考えられる。要するに 「本

文」が難な く通過できれば,そ の諜の学習は修了したものと考えてよいo

したがって,こ れも,学 習者の独習読み教材として作成されたものではな

い。具体的な場の設定りもとに,教 師対学生の対人関係に立って進められ

る,言 語行為の実演教材である。それゆえ,場 面や登場人物の名前などは

適宜,.現 実のそれと挿し替えてさしつかえない。語彙面でも,学 習者の能

力が許すなら,そ の時の話題,季 節,学 習者の興味などにより,「関連語彙」

を利用 して幅広い話題や場面で本文練習を進めるのが理想的である。

さて,初 級教科書には,別 冊付録として単語表および漢宇表が用意され

ている。「単語表」は各課の新出単語に対 して 英語訳を付したもの。ただ

し,文 法事項に関する語彙(た とえば,助 詞 ・助動詞 ・補助動詞 ・接辞な

どのたぐい)は 除いてある。「漢字表」は新出漢字に対 し,そ の課での読み

方ならびに筆順を示 したもの。その他に,本 文のみを音声化した録音テー

プ1巻 がある。

3.初 級授業の原則

まず,板 書もノー トもすべて日本文字を使用する。 ・一マ宇書きや,英

語・学習者の母国語による筆記をいっさい認めない。 このことは教科書で

も同様で,第1課 から漢字かな交じりで表記され,ロ ーマ字書きを採って

いない。(も っとも,第1課 にはまだ漢字が 現われないが 課を追 うに従 っ
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てしだいに 漢字がふえてい く。)したが って学習者は,第1課 にはいるま

えに,す くなくともひらがな ・かたかなは読めるように しておく必要があ

る。が,初 級授業め入門期では主として口頭による練習,話 し。聞きの能

力,つ まり会話力養成を主眼として授業が進められるので,読 み ・書きは

副次的なものとして,口 頭練習のかたわら練習を積んでおけぱ,初 級後半

にはいるころまでには十分追いつくことが可能である。第1課 から読み書

き能力もがっちり身に付けさせていくという完全主義をとらない。初級入

門期においては,授 業の大半は口頭練習一本で進められ,教 科書はただそ

の記録の意味しか 持たない。(したがって 板書,ノ ー ト筆記もほとんど行

なわれない。)ただ,完 全に 読み こなせないまでも,最 初か ら 日本交字に

親 しませておくことは,初 級後半期にはいってからの読み書ぎ学習が楽に

なる6

新旧単語には英訳を付 した 「単語表」が用意されているが,授 業中ほい

っさい開かせない。授業中に未知単語にぶつかっても,板 書でも口頭でも

訳語で示すことは しない。文型練習中も,挿 し替え語彙 ・手掛 か り語 彙

(cue)の 提示に訳語を添えることをしない。目英語などで示すことは,日 英

両語の意昧領域や用法が同一であると錯覚させてしまう危険を招 く。たし

かに意味理解のためには,訳 で与えることがてっとりばやいが,そ の語の

その場での意味がわかればそれでよいとい うものではない。訳による理解

即 日本語の修得を意味しない。語の意味や用法は,め んどうでも具体的な

場を踏まえた文型練習や例文作成作業の中でつかませるよう指導 したい。

それによって単にその語の意味を知るだけにとどまらず,そ の語の用い方

や,そ の語を含む文型の使い方までも確かな日本語力として身についてく

る。同様の理由で,文 や句の場合も対訳法は 採らない。(初 級教科書には

単語表が用意されているが,こ れは意味理解の手がか りを示すだけのもの

で しかなく,し たがって,手 がか りなど必要とせ貞なら,む しろ使用せぬ

に越 したことはない。残念ながら現段階では,訳 語をまった く与えずに教
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授する方法が完成されていないのでいちお う単語表を用意は したが,意 味

を与える作業そのものを日本語練習 として もってい くことが望ましい。そ

れゆえ教場では単語表は使用させない。)

授業はすべて日本語で行なう。本文を英訳させた り,英 訳 してみせた り,

英語で解説を加 えた り,質 間や解答を英語で行なった りなどいっさい行な

わない。母国語ない しは英語による理解が即 日本語の理解,日 本語の修得

とは考えないか らである。 日本語を英語な り他の外国語な りに置ぎかえて

理解す る.ことは対照語学的な興味ばか りをかぎたてて しまい,マ イナス面

が大き く,以 後の 日本語学習や 日本語使用に際 していったん英語なり母国

語なりに置 き替 えたがる悪い癖を学習者に植えつけて しまう。 日本語は日

本語の発想に立 って表現や理解を行なわせたいものである。そのような訓

練を施す場が教場であると考えると,厳 しいようではあるが,.日 本語以外

は厳禁 とい う態度を固持 したい。

交法解説 ・語義解説は行なわないことをたてまえとする。他の日本語教

科書では文法解説を しているものが多いのであるが,語 研の教科書ではい

っさい解説を施 さない。教場でも原則 として解説によって理解させる方法

をとらない。 もちろん図式などで示す ことも行なわない。これは,文 法学

習は文型練習の積み重ねそのものであるとの理念によるもので,目文法現象

を知識として解説 しても,そ れは文法理解にはなるが文法修得にはならな

いとの考えに 基づいている。(し たがって 文法用語た とえばr連 用形」 と

か,「五段活用」 とか,`Verb'と か もできるだけ用いないように す る。)

要するに,習 慣 として言語表現を身につけさせることに専念 し,理 屈とし

てことばを組み立てさせることを意図しない。反射的に自然な日本語が表

現でぎるよう文型練習を繰 り返すことが大切で,知 的に分析 した り構成 し

たりする能力ぱ不必要どころか,か えって語学教育の じゃまになるとの考

えに根ざしている。語義も,例 文を多 く与えることに よって,文 脈と場か

らおのずとはあ くさせることが望ましく,辞 書的解説や訴語への安易な置
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き換えをしヴぞける。

授業は直接法によって進めることが多い。そのため,種 々の教具 ・教材

の収集と利用をたえず心掛け,よ り効果的な教授法,有 効な授業方法の考

究を常に行なうよう努力する。

4.初 級授業の2形 式

初級教科書がr本 文一1とr文 型練習」を2本 の柱として編成されている

こと,こ れをいま述べたような考えに従ってどのように有効に授業連営に

生かしてい くかが,初 級授業の中心課題となる。いわば 「本文」と 「文型

練習」とを実際の授業でどう関係づけてい くか,そ のからませ方の良否が

授業効果の成否の決め手となる。

先にも触れたように,r本 文」は文型練習の到達点 とも出発点ともな り得

る。各文型練習の積み重ねに具体的な場と共通の話題 とを与え,そ れらを

結び合わせれば総合的なものとして一つのr本 文」 となる。個々の文型練

習からはいって最終的に本文を作り上げ,教 材のr本 文」へと導いていく

方式は,総 合型の学習と言えよう。いっぽう,ま ずr本 文」から始め,r本

文」の特定の話の場と話題を手掛か りに未修文型の文型練習へと歩を進め

てい くことも可能である。各文型練習り段階では,話 の場と話題を取 り替

えて,そ れにみあった単語の挿し替え練習を行ないなが ら,そ の文型が持

つ表現性や発想などをつかませ,そ の交型を身につけさせ,最 終 的 に は

r本文」理解へと持ってい くqこ のような,本丈からはいって各文型へ と掘

りさげてい く方式は,分 析型の学習 と言えよう。

文型練習を先にするか,本 文を先にするかで,ま った く柑反する二つの

学習方式,総 合型 と分析型の二つの学習方式が生まれ るのである。

5.二 つのモテル授業

初級クラスは,1口2コ マ4時 間の授業を,週5日,計20時 間行なうイ

ソテンシブコースである。 この20時間 コースに,通 常1ク ラス3名 の教員

が当たり・初羅教科書を分担制で担当する。 したがって初級各課に対する
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授業の時間配当,導 入 。展開 ・終結における時間配分,担 当轍員間の分担

割 りなどすべての授業計画は,日 本語専修初級 クラスの時間割によって制

約されてくるのである。

さて,初 級 コースは2～3ク ラスあり,6～9人 の教員が常に初級授業を

担当していることになる。初級 コースは1課 から始めた場合でも,1学 期

(前期 または後期の15週 間)で 修了することにな り,学 期 ごとに担当教員

も交替す る。それゆえ,過 去10年 ほどの間に,語 研編集の初級教科書を使

用 した教員はぎわめて多数にのぽ り,そ れぞれ独自の教案を用意し,各 自

の授業を行なってきたわけである。以下に紹介する筆者のモデル授業 もそ

の中のほんの一例にす ぎず,こ のほかに も数々の授業方法が とられてきた

と思われる。 もちろん次 のモデル授業が最善のものとは考えていない。一

つの事例として叩ぎ台を提供 し,今 後の教授法研究の足場 となすことを願

ってのことである。 さらによりよい授業運営の開発に努力 していきたいと

思 う。

厩 型授業の列

(導入)学 生に教科書を開かせないで

ア.新 出文型 の使用実例提示……教師による実演/ス ライ ド・ビデオ ・映

画などの利用も可/場 面 ・話題を設定 した上での実演形式/教 場での場

面の実現。挿絵 。スライ ドなどを利用 しての場面設定/直 接法に よる/

小道具 ・絵 ・写真などの教具を使用

(展開1)

イ.新 出文型の文型練習……学生に言わせる/場 面 ・話題を とりかえて/

フラッシュカー ド。小道具 ・絵 ・写真などの利用/語 彙の挿 し替え練習

/拡 張練習

ウ.学 習した各文型の板書……学習文型のまとめ/具 体的な文例で雛型を

示す

(展開H)
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エ.既 習文型 または新出文型を使った組み合わせ複合練習……教師対学生,

学生対学生/問 答法による/返 事,あ いづち,あ いさつ語などを適当に

交ぜる/教 具使用/書 きことぱ文型の揚合は文連鎖の練習

(終結)

オ。本文練習……本文の場面 ・話題を使っての文型複合練習の復習/教 師

との問答。 または本文テープ使用/本 文の場面を再現した上での練習/

本交を少 しずつ区切って聞かせる/本 文中の人物A・Bの一一・一方を消して,

教師対学生(ま たはテープ対学生)の 間答練習/そ の繰 り返 し

カ・教科書を開か茸ての本文再練習……教科書本文を見ながら,オ の練習

の繰 り返 し/テ ープの通 し聞ぎ。または教師の通し読み/学 生対学生の

問答/本 文の読み方練習ではない。目と耳からの併用による口頭練習の

確認。

(評価)

キ.既 習文型 ・学習交型の総合練習の復習,確 認……教師対学生,学 生対

学生,学 生の独演/教 師からの場面と話題の指示/既 習文型 。既習語彙

を使用 しての指示テーマにおける長い会話問答練習,ま たは独演/絵 ・

写真 ・地図 ・図表 ・図 ・小道具などの利用

(総復習)

ク,LLで の挿 し替え練習,拡 張練習,発 音練習……イ～カの復習,お よ

び発音矯正/時 間なければ省略も可

1分析型授業の例1

(導 入)学 生に教科書を開か せないで/教 師に よる 「本文」の読み,ま た

は本文テ ー プを利用 して/テ ープ利用 のほ うが有効

ア.本 文 テ ープの聞き……く1同 め>通 しでまず 聞かせる

イ,本 文 テ ープの聞 き……く2回 め>す こしず つ間を置いて聞かせ る/話

題は何か,場 面は どこか,時 はいつか,登 場 人物はだれか,各 人物 の人

間関係 な どの確認。/そ れ らを板書。
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(展開1)

ウ.本 文テープの聞ぎ……く3回 め>一 節ごとに止めて》質問を受け付け

る/質 問事項の板書/語 意や用法に関する疑問の個所を確認

工・質問事項の解明……新出語彙の意味と用法,新 出文型の意味 と用法を

文型練習を通して解明/用 例の提示/口 頭による例文作成作業/文 型練

習

(展開H)

オ.本 文テープの聞き……く4回 め>一 節ごとに止めて,意 味 ・用法の確

認/教 師から各節の内容に関する質問/本 文の部分的理解

力、本文テープの聞ぎ甲…一<5回 め>通 し読みの聞き/絵 ・ス ライ ド・映

画 。紙 芝居などの利用が効果的/本 文の話全体に関する内容上の質問/

本文の全体的理解

(終結)教 科書を開かせて

キ.本 文の黙読……教科書を見ながら本文テープの聞ぎく6回 め>,文 字

を見なが らの再確認/イ ～カの総復習

ク.本 文の音読……文章の読みの練習/漢 字の読みの確認

ケ.表 記法の習得……ひらがなのつづ り方,送 りがな,漢 字の練習/筆 順

練習

コ.LLで の文型練習……挿 し替え練習,拡 張練習の復習(省略 も可)/発

音矯正

(評価)

サ,口 頭作文練習……語彙や文型,言 い回しなどを指示 しての作話 ・作文

練習/口 頭発表/さ らに作文 として提出させる

6.両 授業形式の長短

部分からはいって全体に及ぶか,全 体か らはいって部分に至るかでまっ

た く相反する二つの授業形式が生まれる。い ま両授業形式の長所短所,そ

れぞれの特性について気づいた点を列挙 してみる。
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総合型授業形式の特質

(1)会 話や文章の表現力 ・作文力の養成に有利。

(2)新 出文型の修得によい。

(3〉新出語彙 ・新出漢字の多い課にば不向き。

(4)読 み学習に関 して十分 とは言えない。

(5)個 々の文型練習から全体の文章や会話学習(本 文学習)へ の移行がス

ムーズにいかない課がある。課ごとに,教 案作成に くふうを凝 らす必要

あ り。

(6〉 自然な会話の受け答えや,一 連の表現を行なう力がつく。

(7)理 解力よりは表現力養成に効果的。

(8)特 にoralmethod中 心の初級前半の課,入 門期学習に適 している。

分析型授業形式の特質

(1)会 話や交章の聴解力 ・理解力の養成に有利。

(2)語 彙 ・文法事項の理解,使 用法修得によい。

(3)新 出語彙 ・新出漢字の多い課にも向いている。

(4)新 出文型の理解修得には不利。

(5)全 体の文章や会話学習(本 文学習)か ら個々の文型練習 。語彙学習へ

の移行にギャップなし。教案作成が楽。 どの課 も一律に同じ形式で統一

することが可能。

(6〉 文章の全体的はあく力,主 題や話の主旨のはあ く力がつく。

(7)表 現力よりは理解力養成に効果的。

(8〉 読解作業を主とする中級学習への移行過程として最適。初級後半の課

に向いている。

以上 に紹介 した二つのモデル授業を見て もわか るよ うに,こ の初級教科

書 は,1日 に4時 間ない し6時 間 の多 くの時 間を割 り当て,集 中的 に授業

を行な うよ う各課が編集 され てい る。1コ マずつの授業を毎 日行な うより
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は,隔 日でもい いか ら1日 に2コ マな り3コ マな りの時間を与え,そ の 日

に1課 は確実に進め るほ うが授業効果があがる。 毎 日少 しずつ進め るこま

切れ授業では,こ の教科書を使 うか ぎり,課 ごとの導入 。展開 ・終結 の一

連 の授業運営が とぎれ とぎれ にな って しまい,ま とま りがつけに くい。 こ

の初級教科書の編集 の基本は集中的授業にあ り,各 課 はか な り盛 りだ くさ

んな内容 を持 ってい るのであ る。

(語研助教授)
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